研修出張様式５

研修報告書
	所　　属　　南山苑２階Ａグループ　　職　種　介護福祉士　　　　氏名　竹内　健太

	期　　間　　平成19年８月２５日

	出張目的　　「介護サービス情報の公表制度『１０の研修テーマ』に係る研修会」の参加

	出 張 先　　八戸市総合福祉会館

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


講義Ⅰ　介護現場におけるプライバシー保護

　　　　　　　　　　　　　　　　　講師　沼田徹法律事務所　弁護士　沼田　徹　氏

【考察】

講義Ⅰではプライバシー保護の講義を受けた。近年個人情報の関心が高まっており、ネット上などに個人の住所や氏名、年齢、生年月日等の流出が続出している。そのことにより情報を悪質業者の手に渡り被害者などがでているとの事でした。最近の事件の例をもとに３例が紹介されたが、殆どが裁判にて慰謝料が請求され詳しい情報量程（身体のサイズ・「二の腕を細くしたい」など）慰謝料が多く請求されていた。南山苑においては１００名の入所者や以前入所されていた方を含めると数多くの方がおり、氏名・年齢はもちろん暦用歴や家族構成など詳しい情報が豊富であるため、もし外部へ流出し慰謝料を請求されたら多額の請求を受けてしまうと感じた。

1、 個人情報の流出がおきた場合の効果

(１　行政措置（報告撤収、助言、勧告、命令）

(２　罰則

(３　損害賠償責任の追及（慰謝料）

　　取り扱う個人内容・性質から判断して、１人あたりの慰謝料額が、１万円では済まない可能性が高い。：被害者に大きな苦痛。権利利益の回復困難

(４　法人の社会的信用の低下、失墜　

　　　　容易に回復困難

(５　経営上の不利益

2、 個人情報保護法の目的

｢個人情報の有効性に配慮しつつ個人の権利利益を保護する事を目的とする｣

3、 基本理念

「個人情報は、個人の人格尊重の下に慎重に取り扱われるべきものであることがかんがみ、その適正な取り扱いが図らなければならない」

４、「個人情報の適正な取り扱い」のポイント

(１、・利用目的を明確にして、その範囲内で取り扱うこと

· 利用目的から離れた取り扱いを行なう場合は、改めて本人の同意を得ること

· 個人情報の「ＩＴ処理に伴う適切な安全管理を図ること

(２、・当事者間における苦情処理、開示、訂正、利用停止などを通じて個人情報の適切な取り扱いに関するルールが自主的・自律的に遵守されていることを基本とする

講義Ⅱ　「福祉職場における論理及び法令遵守」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　講師　沼田徹法律事務所　弁護士　沼田　徹　氏

【考察】

南山苑において、意見や要望を聞く為にアンケートや意見箱を置くことは家族にはしているが、直接利用者様にしていることは食事提供に関することぐらいしかしていない。利用者のニーズを高める為には福祉オンブズマンのように利用者の本音を知る必要が大切だと感じた。将来的には福祉オンブズマンを取り入れていきたいが、まずは簡単なところから実現できるように利用者様にアンケートなどを活用して利用者様自身の思っていることを把握し、ケアへと繋げていきたいと思った。

1、 福祉現場における論理

(1、 論理とはなにか

　　　　行動の規模として道徳観や善悪の基準。

(2、 なぜ、特に社会福祉施設職員に論理が問われるのか

　　　　福祉職だから→幸せを追求していく

(3、 社会福祉施設職員はどのようにして意識を持つべきことが望まれるのか

パターナリズム　　　　　　　⇔　　　エンパワメント

支配従属　　　　　　　　　　⇔　　　自己決定

診断指導　　　　　　　　　　⇔　　　自立援助

自動的にサービスを受ける者　⇔　　　権利行使の主体

援助者主導　　　　　　　　　⇔　　　利用者主導

2、 法令遵守と苦情解決

(１利用者の有する権利について

1 人権とはなにか

弱者を守る為のもの

2 エンパワメントにおいて保障すべき利用者の権利

1、 地域社会で生活する権利

2、 個別ケアを受ける権利

3、 ケア計画や福祉計画の策定に参加する権利

4、 質の高いサービスを受ける権利

5、 自己決定・自己選択する権利

6、 分かりやすい情報を受ける権利

7、 意見・質問・情報を表明する権利

8、 プライバシーの保護に関する権利

9、 自己主張の念と尊厳を維持する権利

3、 福祉オンブズマンについて

1 意見・要望・苦情の具体例

· トイレが狭いという要望に応じ、トイレの拡張を実現

· 醤油がまずい→醤油を以前のものに変えたら消費量が3倍になった。

2 福祉オンブズマンの具体的活動

　　　身体障害者養護施設内潟養護園の場合

· 福祉オンブズマン4名がそれぞれ月に1回訪問

· 苦情などはその日のうちに施設に伝える

· 定例会（3月・8月・12月）で施設側とオンブズマンが合同会議

· 福祉オンブズマンは文章で報告し、施設は文章で回答し、公開する

· 施設の機関誌「きたかぜ」、事業計画及び実績報告書「計画と実績」に掲載

· 回答は施設の懇談会で説明する

· 利用者の協力員2名

· 福祉オンブズマンと施設との愛あだで協約書を作成

3 第三者委員と福祉オンブズマンとの違い

　　　第三者委員は出かけることが要件にはなっていない。出前型でなくてもよい。

　　　しかし、施設に赴かなければ、名目的なものに終わってしまうことは明らか。

　　　実質的な活動をする為には定期的に施設を訪問し、利用者と顔見知りになる

ことが必要。

4 苦情・要望のでる施設は悪い施設で、苦情・要望の出ない施設は良い施設か

本当に良い施設とは・・・

不満を意識的に汲み上げる努力をする施設

でた不満を大事にし、サービス改善に結びつける努力をする施設

「(福祉オンブズマンは)良い制度だと思うが、導入してくれととても施設長に言える雰囲気でなない」という利用者側の声

講義Ⅲ　「高齢者虐待防止の理解と職員の役割」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　講師　青森県立保険大学　教授　大和田　猛　氏

【考察】

高齢者虐待は意識的にやっているものから、気付かないうちに虐待をしてしまっていることがあり、日々のケアの中で利用者の立場にたって一つ一つ考えてケアしていかなければならないと感じた。「座ってって」という言葉一つで命令口調となり、拘束してしまっていることになったり、対人関係の慣れから幼児言葉で話しかけたりしてしまっている事がある。イギリスでは流れ作業的にサービスを提供することやプライバシーに配慮しないことなど様々な虐待があることを知り、南山苑においても深く考えなければならないと感じた。

1、 福祉サービスの基本理念と原則

1、 福祉サービスは個人の尊厳の保持を旨とし、その内容は、福祉サービスの利用者が心身ともに健やかに育成され、又はその有する能力に応じ自立した日常生活を営むことが出来るように支援するものとして、良質かつ適切なものでなければならない

2、 社会福祉を目的とする事業を経営する者は、その提供する多様な福祉サービスについて、利用者の意向を十分に尊厳し・・・（社会福祉法第5条）

2、 高齢者虐待の定義

1、 身体的虐待

　介護によってなされる身体的暴力であって、要介護高齢者の身体に苦痛を与えるもの

2、 心理的虐待

　介護者によってなされる心理的暴力であって、要介護高齢者の精神に苦痛を与えるもの

3、 放任

　　　放任とは、介護者による要介護者のために食事を作り、入浴や排泄の介助、必要な治療を受けることなどをはじめ、介護に関わるあらゆる基本的な日常生活上の世話の放棄、拒否、。

4、 経済的虐待

　　　要介護者の金品の搾取

5、 性的虐待

　要介護者への性的暴力やいたずら

3、 施設内虐待の要因について

1 人権意識の希薄さ

2 虐待を受けた高齢者との人間関係

3 利用者の心身状態についての理解が不十分

4 業務に起因する身体的疲労

5 虐待を受けた高齢者の行動障害

6 業務に起因する介護の精神的負担

7 職員不足

4、 虐待発見後の対応

1 施設内会議での検討

2 謝罪、原因追及と報告書作成、注意、話し合い、面談など

3 職場内研修の実施

4 再発防止策の策定

5 職員の勤務シフトなどの待遇の見直し

5、 社会福祉法第3条による「良質かつ適切なサービス」と権利擁護

(1、 リスクマネージメントの目的

　福祉援助を必要とする様々なリスクを改善し、安心して快適に生活できるよう支援する方法

(２、虐待発見後の対応

· 社会的責任

· 道義的責任

· 法律上の責任

· 契約上の責任

· 刑事責任

· 専門職責任

説明Ⅰ「地域福祉権利擁護事業と成年後見制度について」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講師　青森県社会福祉協議会　地域福祉本部

【考察】

説明Ⅰでは地域福祉権利擁護事業と成年後見制度について○×形式のクイズを出した後に解答・説明をしていきました。成年後見制度についてはある程度理解していたが、地域福祉権利擁護事業というのは初めて聞き、会場の他参加者も両方説明できるという方は誰もいなかった。地域福祉権利擁護事業では高齢や障害などによって自分一人で意思の決定や実行に移すことが難しい状況にある方などに対して通帳や印鑑を地域で安心して暮らせるように管理したり、成年後見制度では障害によって判断能力の不十分な方々へ財産の管理をしたりと国で様々な対策をねって、地域で安心して暮らせるように努力をしていることが分かった。しかし地域福祉権利擁護事業に関しては、青森県での利用率は全国で最も低く、相談件数に対して１０パーセントにも満たない契約数で応じているのが現状だった。その背景には、青森県の市町村協議会の対応が不適格であったり、真剣に取り扱わなかったり、人手不足なことが利用として挙げられているそうで、本当に困っている方が使えていない現状はどうにかして欲しいと思った。南山苑においても独居だった方や金銭管理の面で親族でトラブルがある方がいるので上手く活用していきたい。

○地域福祉権利擁護事業

利用者対象者：高齢者や障害者によって、自分一人で意思決定をし、実行に移すことが難しい状況にあり日常生活に不安のある方、又、判断能力が不十分であると判断された方でも、成年後見制度をりようし、成年後見人等と契約することで契約できる。

福祉サービスの利用援助

· 様々な福祉サービスの利用に関する情報提供、相談

· 福祉サービス利用における申し込み等の契約の同行・代行

· 年金及び福祉手当の申請等に必要な手続き等・・・

日常的金利管理サービス

· 福祉サービスの利用料金の支払い手続き

· 施設や病院等への支払い手続き

· 日用品購入時・税金や社会保険料、公共料金の支払い手続き

· 以上の無いように伴う預貯金の出し入れ、預貯金の解約手続き等、利用者の日常的金銭管理の支援

支援者

· 県内６箇所にある基幹的社会福祉協議会の専門員が本人の意向を確認しながら本人に見合った支援計画を作り、ご了承いただいたら契約を結ぶ。

○成年後見制度

成年後見制度とは認知症、知的障害、精神障害などの理由で判断の不十分な方々は、不動産や預貯金などの財産を管理したり、身の回りの世話のために介護などのサービスや施設への入所に関する契約を結んだり、財産分割の協議をしたりする必要があっても、自分で不利益な契約であってもよく判断できずに契約を結んでしまい、悪徳商法の被害にあう恐れもあります。このような判断能力の不十分な方々を保護し、支援する。
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